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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥１0〜２0時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥１3〜２0時
第 ２ 、第 4 土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第１、第3、第 5 土曜日‥‥１0〜１8時

■
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
発
足
式

２
０
１
２
年
４
月
１
日
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
が
発
足
し
、18
日
に
発
足

式
が
行
な
わ
れ
た
。
39
歳
以
下
の
若
者

を
中
心
に
お
よ
そ
50
人
が
プ
ラ
ザ
エ
フ

（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
の
会
場
に
集
ま
っ
た
。

新
し
く
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
委

員
長
と
な
っ
た
野
沢
誠
司
理
事
の
司
会

の
も
と
、
尾
上
昇
会
長
は
あ
い
さ
つ
の

な
か
で
、
い
く
ど
と
な
く
「
君
た
ち
に

新
し
い
日
本
山
岳
会
を
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
強
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、“
ジ

ャ
ン
ボ
”
さ
ん
こ
と
横
山
勝
丘
さ
ん
の

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ（
パ
タ
ゴ
ニ
ア
）の
報
告

が
あ
っ
た
（
来
月
号
詳
細
掲
載
予
定
）。

山
登
り
や
仲
間
と
過
ご
す
時
間
の
楽
し

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
話
だ
っ
た
。
さ
ら

に
は
、
ゲ
ス
ト
の
平
出
和
也
さ
ん
と
谷

口
け
い
さ
ん
に
よ
る
若
者
た
ち
へ
の
エ

ー
ル
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
学
生
部
の
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
遠

征
隊
の
紹
介
と
、
飛
び
入
り
で
こ
の
日

参
加
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
カ
リ
マ
ン

タ
ン
島
の
未
踏
の
大
岩
壁
に
挑
む
隊
の

紹
介
も
あ
っ
た（
詳
細
５
㌻
参
照
）。
い

ず
れ
も
、T

he N
orth Face O

verseas 
E

xpedition Found

（
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ

ェ
イ
ス
海
外
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
選
ば
れ
た
チ
ー
ム

で
あ
り
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
授
賞
式
が

同
日
に
行
な
わ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

ふ
た
つ
の
チ
ー
ム
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

遠
征
に
つ
い
て
意
気
ご
み
な
ど
が
話
さ

れ
た
。
若
者
た
ち
の
山
へ
の
熱
気
が
あ

ふ
れ
、
当
会
の
新
し
い
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
パ
ー
テ
ィ
と
な
っ
た
。

■
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
発
足
の
背
景

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
と
い
う
組

織
は
、
尾
上
会
長
の
提
案
で
発
足
し
た

Ｊ
Ａ
Ｃ
―Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
発
展
解
消
し
た
も
の
で
、
永

続
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
委
員
会
と

し
て
発
足
し
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

こ
と
し
４
月
に
誕
生
し
た
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
、
こ
れ
ま
で
の
青
年

部
委
員
会
、
学
生
部
委
員
会
、
学
生
指
導
委
員
会
を
“
有
機
的
”
に
統
合
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
単
に
若
い
会
員
を
増
や

す
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
日
本
山
岳
会
が
築
い
て
き
た
登
山
の
歴
史
と

文
化
、
実
力
と
若
手
の
パ
ワ
ー
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
日

本
山
岳
会
の
今
後
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
誕
生
が
描
く

次
代
の
日
本
山
岳
会

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
委
員　

永
田
弘
太
郎
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そ
し
て
従
来
か
ら
の
青
年
部
委
員
会
、

学
生
部
委
員
会
、
学
生
指
導
委
員
会
を

有
機
的
に
結
合
し
て
統
括
す
る
組
織
と

な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
―Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
い
く
つ
か
の
目
的
が
あ
っ
た
。

「
若
者
を
入
会
さ
せ
る
こ
と
」「
若
者
を

育
て
る
こ
と
」
で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て

は
こ
こ
に
、「
海
外
遠
征
に
行
く
こ
と
」

「
日
本
山
岳
会
の
活
性
化
」「
新
し
い
日

本
山
岳
会
を
作
る
こ
と
」
な
ど
が
つ
い

て
い
た
。

背
景
に
は
、
当
会
の
高
齢
化
に
よ
る

存
続
の
不
透
明
性
、
大
学
山
岳
部
の
衰

退
に
よ
る
入
会
予
備
軍
や
指
導
者
の
減

少
、
さ
ら
に
は
山
ガ
ー
ル
な
ど
の
山
ブ

ー
ム
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
学
山
岳

部
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
な
ど
を
含
め
た
学
生
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
を
行
な
う
一
方
、
社
会
人
の

若
者
も
集
め
る
方
向
で
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。

一
般
向
け
に
雪
山
入
門
教
室
を
立

ち
上
げ
（
大
学
山
岳
部
や
ワ
ン
ダ
ー
フ

ォ
ー
ゲ
ル
部
の
学
生
た
ち
も
参
加
）、研

修
生
に
日
本
山
岳
会
へ
の
入
会
を
勧
め

た
。
ま
た
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
若
者
に
も

入
会
し
て
も
ら
い
、
同
好
会
を
立
ち
上

げ
た
。

２
０
１
１
年
度
に
は
、
新
入
会
員
の

受
け
皿
と
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
も

作
っ
た
。「
初
心
者
を
募
集
し
教
育
す
る

の
は
当
会
は
じ
ま
っ
て
以
来
」（
野
沢
理

事
）
の
出
来
事
だ
っ
た
。

し
か
し
、
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
た
。
そ
れ
は
、
人
材
不
足
と
資
金
不

足
で
あ
る
。
尾
上
会
長
の
肝
い
り
で
発

足
し
た
も
の
の
動
け
る
メ
ン
バ
ー
は
少

な
く
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
何
回
転
も
せ
ざ

る
を
得
な
い
た
め
に
担
当
者
は
休
日
を

ほ
と
ん
ど
費
や
し
た
。

交
通
費
は
お
ろ
か
、
山
岳
ガ
イ
ド
を

導
入
し
た
り
登
山
用
具
を
そ
ろ
え
た
り

す
る
予
算
は
わ
ず
か
し
か
な
く
、
雨
天

中
止
で
ほ
っ
と
す
る
状
況
も
あ
っ
た
。

加
え
て
執
行
部
は
、
財
政
逼
迫
、
公
益 尾上会長のあいさつ。若手にかける期待を熱く語った

2012年度YOUTH　CLUB今後の予定　◎山の基礎を学ぶ講習会（場所：日本山岳会）
日時 タイトル 内容

5/25㈮ 19〜21：00 夏山の登山用具と服装 登山靴、ザック、雨具、ジャケットや下着、非常食。夏山で使う登山用品を新しい情報を交
えて紹介。山での正しい使い方を学びます。

6/29㈮ 19〜21：00 熱中症と病気、いざというとき
の対処法

熱中症になった、下痢になった、高山病になった。山でのアクシデントは得てして命取り
になります。夏山でのいざというときの対処法を学びます。

7/4㈬ 19：30〜21：00 FULUBARI Table1 庭（FULBARI）のさらに先にある山を目指してみませんか。もしかすると、いままで見たことのな
い発見がそこにあるかもしれません。FULBARI Table第1回はテーブルを囲んでのお茶会です。

7/9㈮ 19〜21：00 夏山の天気と天気予報 平地と山の天気は違います。変化しやすい山の天気と空の観測の仕方。最新情報サービスを使った天気予報などを学びます。
7/11㈫ 19〜21：00 ストレッチでラクに登ろう 登山前のストレッチでケガ予防、登山後はクールダウンで疲れを減らします。

8/28㈫ 19〜21：00 カシミールの正しい使い方 カシミールを使った人なら、簡単に表現できる3Dの山の風景やGPSの記録に驚いたこ
とでしょう。さらに面白い使い方を教えてもらいます。

9/7㈮ 19〜21：00 山の健康づくり体力づくり 山登りをしてココロもカラダも健康に。医師の立場から、正しい健康法、体力づくり方を語ってもらいます。

9/25㈫ 19〜21：00 山登りのパソコン、スマホ活用術 パソコン、スマホは山登りの新しいアイテム。アプリをしっかり活用して安全登山を行
ない、新しい楽しみを見つけましょう。

10/3㈬ 19：30〜21：00 FULUBARI Table2 FULBARI Table第2回はゲストを招いてのお茶会です。山と文化に思いを馳せながら、
次の山（11/3-4）について紹介します。

10/19㈮ 19〜21：00 GPSナビを利用した山の歩き方 GPSを使って山登り。便利で簡単ですが、落とし穴もあります。しっかり活用して安全登山を行いましょう。

10/26㈮ 19〜21：00 最新の登山用品と冬山装備 登山靴、ザック、雨具、ジャケットや下着、非常食。冬山で使う登山用品を新しい情報を交
えて紹介。基礎的な使い方を学びます。

11/9㈮ 19〜21：00 冬山の天気と天気予報 冬の急激な天候の変化は遭難に発展しかねません。冬の山の天気と空の観測の仕方。最
新情報サービスを使った天気予報などを学びます。

11/16㈮ 19〜21：00 冬山の登山用具の基礎知識 ワカン、スノーシュー、登山靴、アイゼン、ピッケルなどなど。冬山で使う登山用具の新情
報を紹介し、正しい使い方を学びます。

11/30㈮ 19〜21：00 低体温症・凍傷とケガ、 
いざというときの対処法

足がつった、滑落した、凍傷になった。山でのアクシデントは得てして命取りになります。
冬の山でのいざというときの対処法を学びます。

12/7㈮ 19〜21：00 地図の見方とGPS 2万5000分の1地図、山と高原地図、電子国土などの地図の読み方と利用の仕方。またコン
パスやGPSの使う安全な登山方法を学びます。

1/18㈮ 19〜21：00 山の料理と行動食 山での食事は格別。絶品の山料理を紹介します。
1/25㈮ 19〜21：00 足腰を守ろう、鍛えよう 山に登るためには、足腰が丈夫なことが第一。日頃のトレーニングなどを紹介。
2/15㈮ 19〜21：00 ヤマレコの本当の使い方 山ヤの人気サイト「ヤマレコ」。使い方や読み方を学びます。
2/22㈮ 19〜21：00 春山の天気と天気予報 春山は気象の百貨店。難しい春山の天気を学びます。
3/22㈮ 19〜21：00 山の危険への対処法—道迷い、悪天、遭難 道迷い、天候悪化。山で遭難しそうになったときの対処法を学びます。
3/29（金）19〜21:00 山のスケッチ教室 山を描こう。山で描こう。楽しいスケッチ教室です。
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法
人
へ
の
移
行
や
定
款
変
更
な
ど
多
く

の
重
要
課
題
に
直
面
。
メ
ン
バ
ー
は
築

き
上
げ
て
き
た
も
の
の
存
続
を
危
惧
し

て
い
た
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課

題
の
か
な
り
の
部
分
が
解
決
さ
れ
た
。

ひ
と
つ
は
、Ｊ
Ａ
Ｃ
―Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
も
手
伝
っ
て
入
会
者

増
へ
と
転
じ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
委
員
会
に
移

行
し
、
長
期
的
活
動
が
保
証
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

尾
上
会
長
の
主
導
で
、
予
算
面
で
も
２

〜
数
年
の
活
動
を
確
保
す
る
た
め
に
、

１
０
０
０
万
円
の
特
別
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
お
よ
び
総
会
で
、
異
議
も
な
く

承
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
心

強
い
も
の
と
な
っ
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
が
青
年
部

委
員
会
、
学
生
部
委
員
会
、
学
生
指
導

委
員
会
を
統
括
す
る
組
織
と
な
っ
た
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
活
動
内
容

が
重
複
し
、
予
算
を
切
り
分
け
て
い
た

の
で
は
非
効
率
な
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
以
上
に
、
運
営
す
る
メ
ン
バ
ー

が
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
事
情
も
大
き
い
。

青
年
部
委
員
会
を
開
い
て
も
Ｊ
Ａ

Ｃ
―Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

議
を
開
い
て
も
、
出
席
す
る
の
は
同
じ

メ
ン
バ
ー
と
い
う
わ
け
だ
。
互
い
に
委

員
長
と
担
当
理
事
の
立
場
を
入
れ
替
え

な
が
ら
の
会
議
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
改
善
さ
れ
た
（
し
か
し
人
材
不
足

は
相
変
わ
ら
ず
で
、
こ
れ
か
ら
の
問
題

と
し
て
残
る
）。

■
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
求
め
る
若
者
た
ち

へ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
目
的

は
「
若
者
お
よ
び
壮
年
に
日
本
山
岳
会

に
入
会
し
て
も
ら
う
こ
と
」「
若
者
を

育
て
る
こ
と
」
と
明
確
に
な
っ
た
。
ま

た
予
算
が
つ
い
た
分
、
期
待
も
大
き
く

な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
―Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
で
行
な
っ
て

き
た
雪
山
入
門
教
室
の
拡
大
や
プ
ロ
ガ

イ
ド
利
用
、
装
備
の
拡
充
な
ど
の
計
画

を
立
て
た
。
当
初
は
、
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
に
ス
タ
ッ
フ
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

研
修
な
ど
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
予
定
だ

っ
た
が
、
青
年
部
は
こ
れ
ま
で
通
り
社

会
人
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

を
充
実
。
安
全
面
を
考
慮
し
て
、
山
で

の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
雪
上
訓
練
と
い
っ

た
実
地
訓
練
に
参
加
で
き
る
の
は
入
会

後
と
し
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
通
り
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
や
気
象
講
習
を
机
上
で
行
な
い
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
志
向
す
る
若
者
に
対
し

て
、
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
機
会

を
作
っ
た
。

■
新
し
い
層
の
獲
得
へ

当
会
に
は
山
登
り
の
専
門
家
や
同

好
者
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
山
の
文
化

に
造
詣
が
深
い
会
員
も
多
数
在
籍
す
る
。

ま
た
同
じ
山
登
り
で
も
８
０
０
０
㍍
級

の
高
峰
登
山
か
ら
、
岩
登
り
、
山
岳
ス

キ
ー
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
多
種
多
様
で
あ

る
。
富
士
山
型
の
会
で
は
な
く
、
峰
が

織
り
な
す
ア
ル
プ
ス
型
の
会
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や
体
力
や
仲
間
に
合

わ
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ

が
当
会
の
強
み
で
も
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
当
会
は
、
山
に
癒

し
を
求
め
る
よ
う
な
若
者
（
山
ガ
ー
ル

な
ど
）、あ
る
い
は
仲
間
と
ノ
ー
マ
ル
ル

横山さんによるフィッツロイ報告。会場中が釘づけに

2012年度YOUTH　CLUB今後の予定　
◎ハイキング

日程 タイトル

5/26（土） コンパスで地図を読む―新緑の三浦アル
プス縦走（初級読図山行）

6/9（土）〜10（日）　 
6/8（金）からも可能

笹ヶ峰を彩る植物観察とハイク―妙高高
原の花をめぐる2日間

7/14（土）〜16（月） 七時雨山荘から東北の山めぐり―東北の
花と湿原をめぐる3日間

8/11（土）〜12（日） FULBARI trip to 上高地―山への一歩
を踏みだしましょう

8/18（土）〜19（日） 谷川岳でキャンプの練習―湯桧曽川で
キャンプをしよう

9/15（土）〜17（月） はじめての夏山縦走―鳳凰三山、夜叉神
峠から御座石温泉へ（予定）

10/28（日）（予定） 山でのいざというときの対処法―笹尾根
でハイキングしながら学ぼう

11/3（土）〜4（日） FULBARI trip to 御岳山―山への一歩
を踏みだしましょう

11/17（土）（予定） GPSやスマホを使った山登り―新しい技
術で登る奥武蔵の山

12/22（土）〜23（日）（予定）宿坊に泊まりご来光を拝む山登り―七面
山から黄金温泉へ

1/26（土）〜27（日）（予定）学習院大学の小屋に泊まってスノーハイ
ク―日光・戦場ヶ原付近

2/16（土）〜17（日）（予定）地質と植生を読む伊豆半島―天城山を歩く
3/16（土）〜17（日）（予定）はじめての雪山―北八ヶ岳に登る
＊ 年齢・性別制限もありますが、ぜひご参加ください。また、お知

り合いの若い方々をお誘いください。 
詳細はhttp://www.jac.or.jp/info/iinkai/youthclub/list.html



山　804−２0１２・5・２0（第三種郵便物認可）

■4

ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
40
〜
50
代
の
壮

年
に
対
し
て
は
何
ら
働
き
か
け
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

前
者
に
対
し
て
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と

基
礎
の
講
習
会
を
用
意
し
た
。
初
歩
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
加
え
、
い
ろ
い
ろ
な

山
の
楽
し
み
方
を
知
っ
て
も
ら
う
。
さ

ら
に
は
当
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
る
。

講
師
は
、
専
門
的
な
ス
キ
ル
や
知
識

を
持
っ
た
当
会
の
会
員
に
お
願
い
し
た

が
、
外
部
に
も
依
頼
し
た
。
な
る
べ
く

多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
何
度
も
足

を
運
ん
で
も
ら
い
た
く
計
画
し
た
（
別

表
参
照
）。
な
か
で
も
白
眉
は
、39
歳
以

下
の
女
性
限
定
の
企
画
だ
。
女
性
登
山

ガ
イ
ド
で
も
あ
る
ふ
た
り
の
会
員
（
恩

田
真
砂
美
・
柏
澄
子
会
員
）
に
依
頼
し

た
と
こ
ろ
、
出
て
き
た
の
は
、
お
茶
会

や
ヨ
ガ
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
山
を
散

策
す
る
と
い
う
内
容
だ
。
こ
れ
ま
で
で

は
考
え
ら
れ
な
い
企
画
で
あ
る
。

内
容
も
や
り
方
も
い
ま
は
試
行
錯

誤
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
山
の
感
性
や

知
識
を
も
っ
た
人
が
多
数
入
会
し
て
く

れ
る
と
い
い
と
思
う
。
ま
た
、
仲
間
と

ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
40

〜
50
代
の
壮
年
、
さ
ら
に
は
地
方
で
の

若
者
の
勧
誘
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

練
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。

■
次
代
の
日
本
山
岳
会
へ

も
ち
ろ
ん
企
画
を
用
意
す
る
だ
け

で
は
人
は
集
ま
ら
な
い
。
広
報
が
必
要

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
登
山
技
術
の
講
習

会
は
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
で
参
加
者
を
集
め
て
き
た
。

「
そ
れ
は
競
合
相
手
が
少
な
い
か
ら
可

能
」（
古
野
理
事
）
だ
っ
た
。
し
か
し
ハ

イ
キ
ン
グ
や
基
礎
講
習
は
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
店
や
ツ
ア
ー
会
社
な
ど
も
実
施
し

て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
当
会
な

ら
で
は
の
企
画
が
必
要
に
な
る
。

広
報
活
動
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
）

を
使
う
こ
と
に
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
企

画
や
申
込
用
紙
を
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
作
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
参
加
を
呼
び
か
け

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
は
世
界
に
８
億
人
の
ユ
ー
ザ

ー
を
持
ち
、
中
東
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命

を
誘
導
し
た
こ
と
や
、
史
上
最
大
の
上

場
で
知
ら
れ
て
い
る
。
実
名
で
の
登
録

に
な
る
た
め
知
人
か
ら
知
人
へ
と
情
報

が
広
が
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ス

テ
ム
だ
。
ま
た
、
青
年
部
で
は
ヤ
マ
レ

コ
（http://w

w
w

.yam
areco.com

/

）
と

い
う
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
き

た
。
ヤ
マ
レ
コ
と
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自

ら
の
山
行
記
録
を
サ
イ
ト
に
投
稿
し
、

そ
の
情
報
を
相
互
に
共
有
し
合
う
と
い

う
も
の
だ
。
ほ
か
の
誰
か
が
登
っ
た
記

録
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て

い
ろ
ん
な
情
報
も
得
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ま
だ
始
め

た
ば
か
り
で
あ
り
協
力
者
が
少
な
い
た

め
、
軌
道
に
乗
る
の
は
こ
れ
か
ら
に
な

る
。
し
か
し
近
い
将
来
、
会
の
運
営
は

ネ
ッ
ト
上
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
山
の
世

界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
つ
く
。い
ま
在
籍
の
若
者
、こ

れ
か
ら
入
会
す
る
若
者
た
ち
が
活
躍
す

る
場
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。

困
難
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
が
、
未

来
に
向
け
て
の
ル
ー
ト
が
、
こ
こ
か
ら

は
見
え
る
。

神奈川県葉山での読図講習会。人気の読図シリーズは、繰り返し開催される

JAC―YOUTHの活動。野外救急法について学ぶ
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冒
険
的
登
山
に
憧
れ

ザ
ン
ス
カ
ー
ル
の
未
踏
峰
へ

大
堀
泰
祐

今
回
の
こ
の
遠
征
は
、
冒
険
的
登
山

と
い
う
の
を
第
一
に
考
え
た
。
対
象
は

イ
ン
ド
最
北
の
ジ
ャ
ン
ム
ー
カ
シ
ミ
ー

ル
州
の
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
ザ
ン
ス
カ
ー
ル

山
脈
の
一
角
、
６
１
６
５
㍍
の
未
踏
峰
。

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
隣
接
す
る
ラ
ダ
ッ

ク
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
純
粋
な
形

で
残
っ
て
お
り
、
貴
重
な
場
所
だ
。
そ

し
て
未
踏
峰
は
も
ち
ろ
ん
、
未
踏
の
氷

河
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
決
し
て
メ

ジ
ャ
ー
で
は
な
い
山
域
の
未
踏
峰
に
挑

む
こ
と
に
こ
の
遠
征
の
特
徴
が
あ
る
。

遠
征
経
験
豊
富
な
隊
員
が
い
な
い

上
に
、
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
山
脈
は
ま
だ
登

山
隊
の
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
情

報
量
も
少
な
い
。
準
備
や
現
地
で
の
や

り
と
り
、
氷
河
登
山
、
す
べ
て
が
未
知

の
こ
と
で
あ
り
、
き
っ
と
苦
労
す
る
と

思
う
。
し
か
し
登
山
の
原
点
と
も
い
え

る
冒
険
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

山
を
始
め
て
以
来
海
外
遠
征
に
憧

れ
て
き
た
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
数

多
く
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
が
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
海
外
登
山
を
通
じ
て
大
き

く
成
長
し
、
笑
顔
で
日
本
に
戻
っ
て
き

た
い
。

隊
名
＝
２
０
１
２
年
日
本
山
岳
会
学
生

部
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
遠
征
隊

隊
員
＝
大
堀
泰
祐
（
中
央
大
山
岳
部
23

歳
）、飯
田
祐
一
郎（
日
本
大
山
岳
部 

22

歳
）、
高
山
智
之
（
三
重
大
Ｗ
Ｖ
部 

21

歳
）、
三
井
健
生
（
日
本
山
岳
会 

23
歳
）、

久
保
田
真
平
（
法
政
大
山
岳
部 

21
歳
）

日
程
＝
８
月
15
日
〜
９
月
28
日

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
彼
方

カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
未
踏
岩
壁
へ

小
阪
健
一
郎

去
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ

シ
島
に
沢
登
り
に
行
っ
た
と
き
に
、
同

行
し
て
く
れ
た
現
地
の
大
学
生
ク
ラ
イ

マ
ー
の
ア
ン
デ
ィ
か
ら
カ
リ
マ
ン
タ
ン

島
に
１
０
０
０
㍍
級
の
未
踏
の
大
岩
壁

が
あ
る
と
聞
い
た
。
写
真
を
見
て
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
向
こ
う
に
そ
び
え
る
そ
の

大
岩
壁
の
あ
ま
り
の
見
栄
え
の
よ
さ
に
、

僕
は
一
目
惚
れ
し
た
。岩
壁
の
名
は「
バ

ト
ゥ
ダ
ヤ
」
で
、
英
語
に
す
る
と
パ
ワ

ー
ス
ト
ー
ン
。
名
前
も
イ
ケ
て
い
る
。

僕
は
ビ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
経
験
が

な
い
が
次
の
乾
季
ま
で
に
準
備
を
し
て
、

絶
対
に
初
登
攀
を
い
た
だ
い
て
や
ろ
う

と
決
心
し
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
、
パ
ー
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
情
報
が
皆
無
の
こ
の
計
画

に
、
同
年
代
の
仲
間
4
人
が
の
っ
て
く

れ
た
。
大
学
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
専

攻
し
て
い
た
と
い
う
、
頼
り
甲
斐
あ
る

メ
ン
バ
ー
も
い
る
。

岩
質
は
花
崗
岩
で
ク
ラ
ッ
ク
が
弱

点
に
な
り
う
る
。
時
間
を
か
け
て
で
も

フ
リ
ー
で
抜
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

最
悪
の
場
合
ア
メ
リ
カ
ン
エ
イ
ド
は
し

て
も
、
見
苦
し
い
ボ
ル
ト
の
連
打
だ
け

は
絶
対
に
し
た
く
な
い
。
世
界
に
恥
じ

ぬ
ク
リ
ー
ン
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
初
登

攀
を
成
し
遂
げ
た
い
。

隊
名
＝
未
踏
の
大
岩
壁
バ
ト
ゥ
ダ
ヤ
遠

征
隊

隊
員
＝
小
阪
健
一
郎
（
京
都
府
立
医
大

山
岳
部
23
歳
）、
高
柳
傑
（
チ
ー
ム
△
24

歳
）、
大
藪
皓
平
（
同
志
社
大
山
岳
部
22

歳
）、
大
部
良
輔
（
東
京
外
国
語
大
Ｗ
Ｖ

部
Ｏ
Ｂ
、
山
登
魂
24
歳
）、
佐
藤
雄
大

（
チ
ー
ム
△
21
歳
）

日
程
＝
8
月
下
旬
〜
1
ヶ
月
間

日
本
山
岳
会
学
生
部
の
メ
ン
バ
ー
や
ほ
か
の
大
学
生
を
中
心
と
し
た
若
い
隊

が
、
こ
の
夏
ふ
た
つ
の
未
踏
峰
を
目
指
す
。
両
隊
と
も
、
若
手
に
よ
る
冒
険

的
海
外
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「The N

orth Face O
verseas 

E
xpedition Found

」
を
受
け
た
。
以
下
、
２
隊
の
隊
長
に
よ
る
登
山
の
概
要
。

ラダック地方の環境や暮らしを見る学術調査も行なう

ジャングルの奥に位置するため、岩壁に取り付くまでも冒険

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
夏
の
海
外
登
山
計
画
ふ
た
つ
の
未
踏
峰
へ
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今
年
の
１
月
号
で
会
報
『
山
』
が
８

０
０
号
を
迎
え
た
。
１
９
３
０
年
10
月
、

日
本
山
岳
会
創
立
25
周
年
の
記
念
の
年

に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
月
刊
の
山
岳
雑
誌
の
編
集
部
に

い
た
の
で
、
節
目
の
記
念
号
を
何
度
か

編
集
し
て
い
た
が
、
数
十
ペ
ー
ジ
の
特

集
を
作
る
の
に
、
ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
た

こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
月
刊
誌
で

８
０
０
号
と
い
え
ば
、
そ
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
準
備
に
ず
い
ぶ
ん
手

間
と
時
間
を
か
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
会
報『
山
』は
、
や
っ
と
５
㌻

の
小
さ
な
特
集
ペ
ー
ジ
し
か
作
れ
な
か

っ
た
。
成
り
立
ち
や
内
容
を
長
年
『
山

岳
』
の
編
集
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
南

川
金
一
さ
ん
に
、
ま
た
生
存
さ
れ
て
い

る
先
輩
担
当
者
の
方
た
ち
に
、
そ
の
喜

び
や
労
苦
を
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
に
過

ぎ
な
い
。
も
っ
と
違
っ
た
か
た
ち
で
８

０
０
号
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

ら
と
、
反
省
し
き
り
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
の
７
２
３
号
か
ら
約
７

年
に
わ
た
っ
て
『
山
』
の
編
集
を
担
当

し
て
き
た
が
、
バ
タ
バ
タ
と
帳
尻
合
わ

せ
で
作
っ
て
き
た
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

こ
う
し
た
い
、
あ
あ
し
た
い
と
い
う
思

い
は
毎
号
あ
っ
た
が
、
そ
の
ど
れ
ほ
ど

の
こ
と
が
で
き
た
の
か
…
…
。
日
常
の

仕
事
に
追
わ
れ
、
会
報
の
編
集
に
さ
け

た
時
間
は
充
分
な
も
の
と
は
い
え
な
か

っ
た
。

１
号
の
編
集
後
記
で
浦
松
佐
美
太

郎
氏
は
、
そ
の
発
行
の
主
旨
を
「
毎
月

の
会
務
並
に
会
の
情
勢
を
会
員
に
報
告

す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
会
員
相

互
の
情
報
交
換
の
場
に
な
れ
た
ら
と
思

っ
て
、
私
も
編
集
を
担
当
し
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
最
近
の
法
人
化
問
題
や

大
震
災
、
遭
難
事
故
な
ど
、
話
題
性
の

あ
る
記
事
を
巻
頭
に
も
っ
て
く
る
よ
う

に
し
た
。
一
方
で
、
会
員
の
声
も
反
映

で
き
る
よ
う
に
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄
を

設
け
、
適
宜
掲
載
し
た
。
人
物
、
歴
史
、

書
籍
な
ど
の
日
本
山
岳
会
の
財
産
で
も

あ
る
「
文
化
」
に
関
す
る
記
事
も
積
極

的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
た
。
バ
ラ

ン
ス
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

記
事
の
分
量
、
並
べ
方
な
ど
に
も
配
慮

し
た
。
８
０
０
号
の
特
集
号
は
と
も
か

く
、
私
の
な
か
で
は
あ
る
程
度
や
り
と

げ
た
と
い
う
思
い
も
強
い
。

し
か
し
、
や
り
残
し
た
こ
と
も
多
い
。

支
部
の
会
員
と
直
接
交
流
を
も
ち
な
が

ら
、
支
部
会
員
の
声
を
紙
面
に
反
映
さ

せ
た
か
っ
た
し
、三
水
会
や
緑
爽
会
、丹

水
会
な
ど
の
歴
史
あ
る
同
好
会
の
紹
介

も
頻
繁
に
し
た
か
っ
た
。
後
任
の
柏
澄

子
さ
ん
に
あ
と
は
託
し
た
い
と
思
う
。

50
号
ご
と
の
切
れ
目
で
あ
る
索
引

目
録
の
編
集
に
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
。
３
０
１
号
か
ら
７
３
３
号
ま
で
の

索
引
を
担
当
し
て
こ
ら
れ
た
小
倉
厚
さ

ん
の
力
添
え
が
あ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た

も
の
だ
っ
た
。「
末
期
性
ガ
ン
で
も
う

こ
れ
以
上
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
小

倉
さ
ん
か
ら
の
電
話
に
は
、
応
え
よ
う

が
な
か
っ
た
。
そ
の
遺
志
を
引
き
継
い

で
く
れ
た
奈
良
千
佐
子
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
８
０
０
号
ま
で
の
索
引
目
録
も
完

成
で
き
た
。
通
常
号
の
編
集
も
こ
な
し

て
き
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
手
間
・
労

力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は

ず
だ
。
こ
う
し
て
索
引
目
録
が
完
成
す

る
と
、
日
本
山
岳
会
の
動
き
、
大
き
く

い
え
ば
日
本
の
登
山
界
の
動
向
ま
で
が

わ
か
る
よ
う
で
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。

平
山
善
吉
、
宮
下
秀
樹
、
尾
上
昇
さ

ん
ら
三
代
の
会
長
の
も
と
で
編
集
を
担

当
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
幸
運

な
こ
と
だ
っ
た
。
つ
く
づ
く
歴
史
と
伝

統
に
裏
づ
け
ら
れ
た
「
人
」
の
力
が
感

じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。
こ
う
し
て
そ
の
歴

史
と
伝
統
を
継
い
で
こ
ら
れ
た
日
本
山

岳
会
に
、
最
近
は
若
い
大
き
な
活
力
が

導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
先
輩
諸
氏
の
豊

か
な
経
験
と
、「
実じ

つ

」
の
山
で
汗
を
か
く

こ
と
を
い
と
わ
な
い
山
好
き
な
若
い
人

た
ち
の
力
が
あ
れ
ば
、
今
後
の
日
本
山

岳
会
も
会
報
『
山
』も
、
大
い
に
期
待
で

き
る
、
と
い
っ
て
は
楽
観
に
過
ぎ
る
だ

ろ
う
か
。

正
直
、
や
っ
と
肩
の
荷
が
下
り
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
会
員
の
方
た
ち
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

編
集
室
よ
り

歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
会
報
の
「
力
」

『
山
』
前
編
集
人　

神
長
幹
雄
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中
学
１
年
生
の
と
き
に
、
図
書
室
で

何
気
な
く
手
に
取
っ
た
本
『
処
女
峰
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
』
を
読
み
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う
？　

あ

の
白
い
雲
よ
り
も
も
っ
と
高
く
聳
え
た

っ
て
い
る
の
か
な
と
夢
を
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
高
校
と
大
学
の
山
岳

部
で
登
山
を
覚
え
た
。
日
本
山
岳
会
に

入
会
し
た
の
は
、
卒
業
後
。
大
学
時
代

の
山
の
恩
師
で
あ
る
村
井
葵
さ
ん
に
お

声
が
け
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
中
国

登
山
協
会
と
日
本
山
岳
会
合
同
の
女
性

チ
ー
ム
に
参
加
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。

組
織
が
も
つ
会
報
と
い
う
の
は
、
外

部
に
宛
て
る
役
割
と
し
て
は
、
そ
の
組

織
の
顔
で
あ
り
、
内
部
的
に
は
会
員
た

ち
が
集
う
貴
重
な
場
だ
と
考
え
る
。
と

く
に
全
国
的
な
会
で
は
、
会
員
が
一
堂

に
会
す
る
機
会
は
少
な
い
。
会
員
に
よ

っ
て
は
会
報
が
唯
一
の
交
流
手
段
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
媒
体
の
編
集

長
と
い
う
重
責
に
つ
い
て
本
心
を
言
え

ば
、
私
の
よ
う
な
人
生
経
験
の
浅
い
者

が
引
き
受
け
て
よ
い
の
か
、
い
ま
も
思

い
悩
ん
で
い
る
。

日
本
山
岳
会
が
若
返
り
を
か
け
て
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
を
発
足
さ
せ

た
。
会
報
に
も
、“
若
返
り
”
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
近
年
の
日
本
人
ア
ル
パ
イ

ン
ク
ラ
イ
マ
ー
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、

世
界
が
認
め
る
若
者
た
ち
が
何
人
も
い

る
。
彼
ら
の
登
山
や
、
若
い
人
た
ち
の

関
心
を
載
せ
る
こ
と
だ
け
で
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
１
０
０
余
年
の
歴
史
を
も
つ

山
岳
会
の
若
返
り
は
、
そ
ん
な
単
純
で

は
な
い
。若
い
人
た
ち
は
、登
山
の
い
ま

を
リ
ア
ル
に
知
り
た
い
の
だ
。
そ
れ
を

発
信
で
き
れ
ば
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
団
体
に
映
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
そ
れ
は
、
な
に
も
目
新
し
い
も
の
ば

か
り
で
は
な
い
。
時
代
を
問
わ
ず
登
山

と
い
う
行
為
が
脈
々
と
表
現
し
続
け
て

き
た
、
普
遍
的
価
値
だ
と
考
え
て
い
る
。

若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
の
活
躍
を
載
せ

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
山
岳
会
の
歴
史

の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
た
ち
が

も
ち
う
る
登
山
の
世
界
を
、
こ
の
紙
面

を
使
っ
て
融
合
さ
せ
、
相
互
理
解
を
深

め
て
い
け
ば
、
年
齢
も
性
別
も
、
登
山

へ
の
取
り
組
み
も
な
に
ひ
と
つ
垣
根
の

な
い
開
か
れ
た
場
を
保
ち
続
け
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

編
集
室
よ
り

歴
史
と
新
し
さ
の
融
合
を
試
み
を

『
山
』
編
集
人　

柏
澄
子

原稿送付に関するお願い
【スケジュール】
　掲載ご希望の前月20日までに到着した分については、翌月号の
掲載を検討します。20日以降については、翌々月号以降の掲載にな
ることを、ご了承ください。
　紙幅の都合により、先送りになる場合もありますが、この点も
ご理解願います。
　募集記事など期限があるものは、早めにお送り願います。

【送付先】
　テキスト原稿、写真、図表などすべて以下へお送り願います。送
付先は、毎号『山』巻末に掲載します。
メール：jac-kaiho@jac.or.jp
郵便〒102-0081　 千代田区四番町5-4 

「日本山岳会　会報『山』編集委員会」宛
　ご不明な点については、上記へお問い合わせください。
　少人数が限られた時間で編集作業をしているため、どうかご理
解、ご協力いただきたく、お願い申し上げます。

そ
ん
な
場
作
り
の
と
し
て
の
会
報

で
あ
れ
ば
、
作
り
手
に
も
喜
び
が
あ
る
。

個
人
的
に
は
日
本
各
地
の
古
く
か
ら
の

会
員
の
方
々
に
お
会
い
し
て
、
話
を
聞

く
機
会
を
も
ち
た
い
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
融
合
で

き
る
場
所
で
あ
り
た
い
の
だ
。

夢
物
語
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
先
日
、
一
緒

に
編
集
を
担
当
す
る
奈
良
千
佐
子
さ
ん

と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
な
か
で
、
ア
イ

デ
ィ
ア
が
浮
か
ん
だ
。
初
の
女
性
コ
ン

ビ
に
よ
る
編
集
部
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

実
の
と
こ
ろ
私
に
は
「
女
性
ら
し
い
視

点
」
と
い
う
の
が
わ
か
ら
ず
に
い
た
。

す
る
と
彼
女
が
、
他
者
と
他
者
を
つ
な

ぐ
穏
や
か
な
視
点
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た（
と
思
う
）。
会
の
歴

史
と
新
し
い
財
産
で
あ
る
若
さ
を
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

改
め
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
は
、
会
員
の
活
動
を
伝
え
る
こ
と

が
第
一
の
任
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す（
右
下
参
照
）。
ま
た
忌
憚
な
い
ご

意
見
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
お
便

り
が
、
支
え
と
な
り
、
次
の
号
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
か
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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北
海
道
支
部

雪
崩
講
習
会

２
０
０
７
年
11
月
23
日
の
雪
崩
事

故
を
契
機
に
、
北
海
道
支
部
が
雪
崩
講

習
会
を
実
施
し
て
か
ら
４
年
に
な
る
。

重
点
事
項
と
し
て
、
雪
崩
講
習
会
の
会

員
へ
の
広
が
り
を
１
点
目
と
し
、
独
自

で
講
習
会
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
講
師
養
成
を
２
点
目
に
そ
え

て
進
め
て
き
た
。

雪
崩
に
遭
わ
な
い
た
め
の
危
険
予

知
と
回
避
す
る
技
術
を
全
員
が
身
に
つ

け
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
の
観
点
か
ら
、

開
催
地
も
函
館
地
区
、
札
幌
地
区
、
帯

広
・
北
網
地
区
の
３
地
区
に
広
げ
、
ほ

ぼ
全
道
地
域
を
網
羅
し
た
。
今
年
度
は

１
月
に
函
館
地
区
で
、
大
沼
公
園
の
駒

ヶ
岳
を
眺
め
な
が
ら
８
名
が
受
講
。
２

月
に
は
札
幌
地
区
の
藻
岩
山
ス
キ
ー
場

で
24
名
が
受
講
。
帯
広
・
北
網
地
区
で

は
芽
室
町
嵐
山
で
日
高
山
脈
の
峻
峰
を

バ
ッ
ク
に
10
名
が
受
講
し
た
。

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

３
地
区
で
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、

会
員
の
受
講
が
容
易
に
な
っ
た
。
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
地

区
の
会
員
と
パ
ー
テ
ィ
を
組
ん
で
も
同

じ
行
動
が
で
き
、
迷
う
こ
と
が
な
く
お

互
い
の
技
術
が
分
か
り
、
現
場
で
素
早

く
役
割
分
担
し
、
効
率
よ
く
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
て
強
い
信
頼
感
で
結
ば
れ

る
こ
と
を
図
っ
た
。

雪
質
は
湿
雪
、
粉
雪
、
ザ
ラ
メ
雪
な

ど
３
会
場
と
も
異
な
り
、
広
大
な
北
海

道
の
雪
山
の
特
徴
が
出
て
お
も
し
ろ
い

現
象
で
あ
っ
た
。
私
を
含
め
５
名
の
講

師
陣
も
日
々
研
鑽
に
努
め
、
他
団
体
の

雪
崩
講
習
会
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
充

実
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
度
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
北
海
道
雪
崩
研
究
会
」
主
催
の
講
師

養
成
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了

し
た
３
名
が
新
た
に
誕
生
し
て
、
講
師

陣
に
一
層
の
厚
み
が
増
し
た
。

当
支
部
は
、
雪
崩
事
故
の
経
験
か
ら

独
自
の
方
針
と
し
て
冬
山
に
入
る
会
員

へ
雪
崩
講
習
会
の
受
講
を
義
務
づ
け
た
。

現
在
進
め
て
い
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
分
水
嶺

踏
査
や
冬
山
登
山
、
ス
キ
ー
同
好
会
の

行
事
な
ど
で
は
雪
崩
講
習
会
の
受
講
を

確
認
し
、
未
受
講
の
も
の
は
参
加
で
き

な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

雪
崩
講
習
会
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
雪
崩
回
避
の
技
術
、
セ
ル

フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
技
術
（
雪
崩
危
険
予

知
―
雪
崩
回
避
―
捜
索
―
救
出
―
救
急

―
搬
送
）、
机
上
講
習
会
で
理
論
、
方
法

な
ど
を
学
習
し
、
実
地
講
習
会
で
こ
れ

ら
の
技
術
を
取
得
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
講
習
会
は
、
１
泊
２
日
の
日
程
で

開
催
し
て
い
る
。

机
上
講
習
会
で
は
、
雪
崩
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
弱
層
を
形
成
す
る
５
種
類

の
雪
質
、
雪
崩
危
険
予
知
と
行
動
判
断

各
種
テ
ス
ト
方
法
・
観
察
方
法
、
雪
崩

３
種
の
神
器
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
を

行
な
っ
た
。

実
地
講
習
会
で
は
、
ビ
ー
コ
ン
チ
ェ

ッ
ク
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
テ
ス
ト
・
ピ
ッ
ト

テ
ス
ト
、
テ
ス
ト
結
果
に
よ
る
危
険
予

知
と
行
動
判
断
、
ビ
ー
コ
ン
捜
索
、
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
を
行
な
っ
た
。

雪
崩
講
習
を
受
講
し
、
せ
っ
か
く
技

術
を
取
得
し
て
も
、
１
年
過
ぎ
れ
ば
忘

れ
て
し
ま
う
の
が
常
だ
。
冬
山
に
入
っ

た
と
き
も
そ
の
場
面
で
考
え
て
か
ら
行

動
す
る
の
で
は
遅
く
、
自
然
と
体
が
そ

れ
に
反
応
し
て
こ
そ
技
術
が
身
に
つ
い

た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
は
毎
年
雪
崩
講

習
会
に
参
加
し
訓
練
し
て
こ
そ
技
術
を

維
持
す
る
こ
と
必
要
だ
と
考
え
、
毎
年

繰
り
返
し
受
講
す
る
事
を
勧
め
て
い
る
。

 

（
芳
村
宗
雄
）

ビーコン捜索訓練

スキージャンプテスト
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中村 保

英文ジャーナル『Japanese Alpine News （JAN） vol. 13  2012』（Ｂ5判　132㌻）を4月上旬に
発行しました。編集内容と発行時期についてコメントします。

最近の海外との交流を通じて感じた欧米登山家が興味を惹くであろうと想定される記録
と研究に軸足をおきました。その中でのハイライトが、海外の登山界にとって情報が少な
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発行のタイミングについてはAAJ『アメリカン・アルパイン・ジャーナル』、AJ『アルパ
イン・ジャーナル』（英）、HJ『ヒマラヤン・ジャーナル』（インド）など海外のジャーナル
より数カ月早く出すことのインパクトを狙いました。

目次は以下の通りです。カバーは東チベットの未踏峰6570m南面です。
購入希望の方は事務局まで。
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柴
野
邦
彦
・
編

『
ひ
と
り
歩
け
ば　

辻
ま
こ
と
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
』

オ
ト
カ
ム
こ
と
辻
ま
こ
と
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
37
年
も
経
つ
。
辻
ま
こ
と

の
良
き
友
人
で
後
援
者
で
も
あ
っ
た
矢

内
原
伊
作
、
草
野
心
平
や
串
田
孫
一
も

亡
く
な
っ
た
が
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
画

文
集
の
復
刻
が
内
容
や
カ
タ
チ
を
変
え

な
が
ら
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。　
　

本
書
を
編
集
し
た
柴
野
さ
ん
は
生

前
の
辻
ま
こ
と
を
知
る
数
少
な
い
人
だ
。

若
か
っ
た
柴
野
さ
ん
は
辻
ま
こ
と
と
ス

キ
ー
行
を
と
も
に
し
、
山
小
屋
で
辻
の

語
り
を
聞
い
た
と
い
う
。

辻
の
人
生
観
や
こ
こ
ろ
を
よ
く
知

る
編
者
が
選
ん
だ
20
編
あ
ま
り
の
辻
ワ

ー
ル
ド
は
、紀
行
風
、エ
ッ
セ
イ
風
、あ

る
い
は
聞
き
書
き
調
な
ど
、
自
在
に
語

ら
れ
て
い
て
、
舗
装
道
路
が
山
奥
ま
で

入
り
込
み
、
モ
ダ
ン
な
山
小
屋
に
建
て

替
え
ら
れ
る
以
前
の
山
旅
や
山
人
の
暮

ら
し
の
世
界
に
連
れ
戻
し
て
く
れ
る
。

諧
謔
に
満
ち
た
文
章
か
ら
は
、
辻
が

山
に
分
け
入
り
、
山
人
と
交
わ
り
な
が

ら
山
や
自
然
の
懐
に
深
入
り
し
て
い
く

様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
山
の
景
観
」
は
、
少
年
時
代
の
甲
斐

駒
ヶ
岳
登
山
を
土
台
に
登
山
観
を
語
り

〈
健
康
が
生
む
機
嫌
の
よ
さ
。こ
の
実
感

を
生
き
よ
う
と
す
る
私
に
と
っ
て
、
山

と
孤
独
と
は
い
つ
で
も
心
を
さ
さ
え
る

大
切
な
二
要
素
だ
〉と
結
ん
で
い
る
。ま

た
「
わ
が
未
開
の
山
」
で
は
、辻
の
形
而

上
の
山
が
語
ら
れ
る
。〈
精
神
の
健
康
法

は
、
矢
張
り
自
然
の
中
に
自
分
を
置
い

て
、
す
べ
て
を
新
し
く
確
め
、
そ
こ
か

ら
出
直
す
と
い
う
体
操
だ
〉
と
。

カ
バ
ー
（
油
彩
、
荒
野
を
ひ
た
す
ら

進
む
ス
キ
ー
ヤ
ー
姿
）
を
は
じ
め
、
50

点
余
り
の
挿
絵
は
辻
ワ
ー
ル
ド
の
味
わ

い
に
欠
か
せ
な
い
。
本
文
中
に
カ
ラ
ー

刷
り
が
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
辻

の
絵
画
表
現
と
技
法
は
多
種
多
様
で
、

イ
ラ
ス
ト
自
体
が
物
を
語
る
雰
囲
気
だ
。

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
線
画
が
散
り
ば
め

ら
れ
た
秀
山
荘
の
広
告
や
、
最
晩
年
ま

で
続
い
た
、
や
や
時
代
が
か
っ
た
ス
タ

イ
ル
の
登
山
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
描

い
た
『
岳
人
』
表
紙
画
と
添
え
ら
れ
た

文
章
で
辻
ま
こ
と
を
知
っ
た
山
屋
は
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
年
代
の
山
好
き

も
70
〜
80
代
に
な
る
。

辻
ま
こ
と
の
山
登
り
は
、
切
り
立
つ

岩
壁
や
氷
壁
を
攀
じ
て
は
い
な
い
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
な
ら
ぬ
ウ
ラ
ヤ
マ
の
自
然
や
山

里
の
人
た
ち
に
深
く
浸
透
し
て
い
き
、

文
明
批
判
を
交
え
な
が
ら
、
自
ら
を
世

俗
か
ら
解
放
し
、
健
康
を
謳
歌
し
た
山

登
り
の
人
だ
。　
　

本
書
と
遭
遇
す
る
こ
と
で
ク
ラ
イ

マ
ー
も
昨
今
流
行
り
の
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」

派
も
含
め
、
若
く
て
新
し
い
辻
フ
ァ
ン

が
生
ま
れ
る
こ
と
期
待
し
た
い
。

（
松
澤
節
夫
）

小
泉
弘
・
著

『
装
丁
山0

昧
』

映
画
や
オ
ペ
ラ
（
芝
居
も
）
は
総
合

芸
術
と
い
わ
れ
る
。
監
督（
演
出
家
）と

俳
優
（
役
者
）
以
外
に
、大
道
具
・
小
道

具
・
照
明
・
音
楽
・
衣
装
な
ど
い
く
つ

も
の
分
野
が
総
合
さ
れ
て
仕
上
が
る
。

本
も
ま
た
同
じ
。
著
者
だ
け
で
本
が
で

き
あ
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
本

の
場
合
は
本
体
が
圧
倒
的
に
重
み
を
持

っ
て
い
て
、
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、

何
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が

最
大
最
高
の
意
味
を
持
つ
。

と
こ
ろ
が
、
本
は
形
を
持
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
別
の
問
題
が
生
ま
れ
る
。
本

の
大
き
さ
（
判
型
と
言
う
。
つ
い
で
に

判
はform

at

で
、
版
はedition

ま
た
は 

version

の
こ
と
だ
か
ら
間
違
え
な
い

こ
と
）、
ペ
ー
ジ
数
、
文
字
の
種
類
と
大

き
さ
、
ペ
ー
ジ
内
で
の
１
行
の
文
字
数

と
行
数
、
余
白
の
と
り
方
、
用
紙
、
製

版
・
印
刷
・
製
本
等
々
。
そ
し
て
外
回

り
、つ
ま
り
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
カ
バ
ー
）
や

ケ
ー
ス
（
函
）、
表
紙
と
か
、
こ
う
し
た

こ
と
が
総
合
さ
れ
て
本
と
し
て
の
存
在

２0１１年１２月　
未知谷刊
四六判　１9２㌻
定価　２１00円

図
書
紹
介

２0１２年4月
山と溪谷社刊
Ａ5判　１６0㌻
定価　２5２0円
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が
決
ま
る
。
こ
こ
か
ら
装
丁
（
装
幀
と

書
く
こ
と
も
あ
る
）、あ
る
い
は
ブ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
る
。

判
型
や
全
体
構
成
・
組
み
体
裁
、
つ
ま

り
本
の
主
体
で
あ
る
本
文
関
係
は
担
当

編
集
者
が
取
り
仕
切
る
こ
と
が
多
い
が
、

外
回
り
は
（
写
真
集
・
画
集
な
ど
で
は

本
体
構
成
も
）
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
・（
ま

た
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
）
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
担
当
す
る
。
そ
れ
が
装
丁
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
は
表
現
さ
れ
て
い
る
内

容
と
そ
の
本
全
体
の
つ
く
り
と
が
分
裂

し
な
い
で
、
調
和
が
と
れ
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
手
に

持
っ
て
も
読
ん
で
い
て
も
、
違
和
感
が

生
ま
れ
る
。
落
ち
着
か
な
い
。
そ
う
い

う
本
は
意
外
に
多
い
。
そ
こ
に
装
丁
の

持
つ
重
い
意
味
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
文
が
主
体
と
い
う
本
の

性
格
か
ら
す
れ
ば
装
丁
は
附
属
品
だ
が
、

そ
れ
は
一
方
で
作
品
と
し
て
独
立
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
二
面
性
が
装
丁
の
面

白
さ
で
あ
り
、
む
ず
か
し
さ
で
あ
る
。

よ
く
で
き
て
い
る
、
感
じ
の
い
い
本

は
、
著
作
者
の
宇
宙
と
本
の
つ
く
り
と

が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
の
よ
う
に
絶

妙
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
溶
け
合
っ
て
い
る

も
の
だ
。
こ
の
本（『
そ
う
て
い
ざ
ん
ま

い
』
と
読
む
）
で
は
、そ
う
し
た
世
界
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
そ
れ
が
み
ご

と
に
わ
か
る
。
小
泉
さ
ん
は
一
般
書
を

別
に
し
て
、
山
関
係
で
５
０
０
冊
余
を

装
丁
し
た
と
い
う
が
、
本
書
は
、
そ
の

中
か
ら
選
び
出
し
た
小
泉
弘
作
品
集
で

あ
る
。

小
泉
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手
に
よ
っ
て
、

山
の
本
が
、
汗
臭
く
な
く
、
瀟
洒
で
気

品
が
あ
り
、
書
店
で
見
か
け
た
ら
す
ぐ

に
手
に
と
っ
て
読
み
た
く
な
る
、
そ
ん

な
す
ば
ら
し
い
世
界
に
登
り
つ
い
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
山
の

本
の
新
し
い
分
野
を
切
り
開
い
た
好
著
。

（
大
森
久
雄
）

山
田
哲
哉
・
著

『
奥
秩
父
山
、
谷
、
峠
そ
し
て
人
』

著
者
は
12
歳
の
と
き
、
大
人
に
引
率

さ
れ
る
わ
け
で
な
く
自
分
た
ち
だ
け
で

雲
取
山
に
登
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、

山
に
関
し
て
の
早
熟
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ

る
。
そ
れ
か
ら
今
に
至
る
ま
で
半
世
紀

近
く
も
続
く
登
山
歴
の
な
か
で
も
っ
と

も
足
し
げ
く
通
っ
た
山
域
が
そ
の
雲
取

山
を
東
の
入
口
と
す
る
奥
秩
父
だ
っ
た

と
い
う
。

著
者
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
深
い

こ
の
山
域
の
回
想
録
を
２
年
に
わ
た
っ

て
『
岳
人
』
誌
に
連
載
し
た
も
の
が
ま

と
め
ら
れ
て
本
書
に
な
っ
た
。
こ
れ
だ

け
の
年
数
通
え
ば
さ
す
が
に
半
端
で
は

な
い
。
著
者
の
足
跡
は
尾
根
や
沢
は
も

ち
ろ
ん
、
す
で
に
廃
道
に
な
っ
た
古
い

仕
事
道
に
至
る
ま
で
、
山
地
の
隅
々
に

及
ぶ
。
今
、
著
者
ほ
ど
奥
秩
父
の
山
と

人
に
通
暁
し
た
人
は
ま
ず
い
な
い
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

私
も
奥
秩
父
の
山
を
好
ん
で
歩
い

て
き
た
か
ら
、
興
味
を
持
っ
て
こ
の
連

載
を
読
ん
で
い
た
が
、
山
岳
雑
誌
の
連

載
が
終
了
後
に
単
行
本
に
な
る
こ
と
が

め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
そ
ん

な
意
味
で
も
貴
重
だ
と
思
っ
て
さ
っ
そ

く
購
入
し
た
。
文
章
は
や
は
り
本
に
納

ま
っ
て
こ
そ
き
っ
ち
り
と
読
め
る
。

本
書
の
帯
に
は
「
奥
秩
父
讃
歌
で
あ

り
、
奥
秩
父
哀
歌
で
も
あ
る
」
と
あ
る

が
、通
読
し
て
「
哀
歌
」
の
印
象
が
私
に

は
強
か
っ
た
。
登
山
者
が
長
年
親
し
ん

だ
山
を
回
顧
す
る
と
き
、
そ
の
変
化
に

つ
い
嘆
き
節
が
出
る
の
が
通
例
で
、
執

心
が
深
い
ほ
ど
嘆
き
は
切
実
さ
を
増
す
。

著
者
同
様
、
私
も
奥
秩
父
の
変
化
に
嘆

息
す
る
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
一
方
で
私
は
登
山
と
い
う

遊
び
の
こ
と
を
考
え
る
。

登
山
は
一
見
効
率
化
に
反
す
る
行

為
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
登

山
と
効
率
化
は
昔
か
ら
大
の
仲
良
し
で
、

時
代
が
新
し
く
な
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
仲

良
し
で
あ
る
。

人
が
快
適
で
効
率
的
に
生
き
て
い

く
た
め
に
自
然
を
食
い
つ
ぶ
す
の
は
、

タ
コ
が
自
分
の
足
を
食
っ
て
生
き
る
よ

う
な
矛
盾
だ
が
、
当
然
登
山
も
そ
の
な

か
に
含
ま
れ
る
。

都
会
の
真
ん
中
に
建
っ
た
、
山
よ
り

高
い
タ
ワ
ー
を
絶
景
だ
と
賛
嘆
す
る
の

と
同
じ
口
で
、
山
中
の
送
電
鉄
塔
を
景

観
を
壊
す
と
非
難
す
る
類
の
こ
と
は

往
々
に
し
て
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
筋
が

２0１１年１１月
東京新聞出版局刊
四六判　344㌻
定価　１890円
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通
ら
な
い
と
思
う
反
面
、
現
代
に
生
き

て
い
く
こ
と
は
根
本
の
部
分
で
言
行
一

致
と
相
容
れ
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
仕

方
が
な
い
と
も
思
う
。

し
か
し
、
人
為
に
よ
る
山
の
変
化
に

対
す
る
嘆
き
は
嘆
き
と
し
て
、
自
分
も

否
応
な
し
に
そ
れ
に
加
担
し
て
い
る
こ

と
を
明
確
に
し
て
お
く
な
ら
、同
じ「
哀

歌
」
で
も
、
も
っ
と
深
み
を
増
す
よ
う

に
思
わ
れ
る
。 

（
長
沢 
洋
）

筑
木
力
・
著

『
登
歩
悠
遊
』

本
書
発
刊
時
、
著
者
・
筑
木
力
氏
は

86
歳
。
新
潟
県
山
岳
協
会
副
会
長
、
日

本
山
岳
会
越
後
支
部
委
員
を
歴
任
し
、

今
も
な
お
矍か

ん

鑠し
ゃ
く

と
し
て
、
半
世
紀
以
上

に
及
ぶ
長
き
年
月
、
登
山
を
続
け
て
い

る
。山

岳
関
係
の
著
書
は
、
１
９
６
４
年

の
初
刊
『
山
と
と
も
に
』
以
来
、『
わ
が

出
逢
い
の
山
々
』、『
山
頂
へ
の
み
ち
』、

『
山
と
自
然
と
人
間
を
愛
し
て
』、『
山
岳

悠
々
』
と
続
き
、
こ
の
度
の
『
登
歩
悠

遊
』
の
刊
行
で
６
冊
目
に
な
る
。

現
在
、
多
く
の
越
後
岳
人
の
な
か
で
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
文
筆
家
を
ほ
か
に
私

は
知
ら
な
い
。
筑
木
氏
が
こ
れ
ま
で
に

刊
行
さ
れ
た
６
冊
の
著
書
は
、
越
後
を

主
と
し
た
近
隣
各
地
に
及
ぶ
登
山
紀
行

文
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代
、
そ
の
時

節
に
直
面
し
て
い
る
岳
界
を
常
に
洞
察

し
、
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
か
つ
そ
れ

ら
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
と
き
に
は
そ
の

解
決
策
も
提
起
さ
れ
る
な
ど
の
論
考
も

数
多
い
。

本
書
は
、「
山
岳
を
登
る
」「
里
山
を

歩
く
」「
田
舎
に
遊
ぶ
」「
山
・
人
・
自
然

と
付
き
合
う
」「
山
の
本
を
語
る
」
の
５

章
69
編
か
ら
な
る
。
紀
行
文
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
の
未
踏
峰
や
２
０
０
０
〜

３
０
０
０
㍍
級
の
山
々
の
数
は
少
な
く

な
り
、
身
近
な
越
後
の
里
山
や
山
麓
に

も
歩
と
眼
差
し
を
転
じ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
ご
ろ
何
気
な
く

見
過
ご
し
て
い
る
山
村
の
自
然
や
風
情

や
人
情
な
ど
も
多
く
、
そ
れ
ら
を
丹
念

に
記
し
て
あ
っ
て
心
が
癒
さ
れ
和
む
。

紀
行
文
は
、「
そ
こ
に
行
く
だ
け
で

な
く
、
道
中
に
何
を
感
じ
心
に
刻
む
か

を
大
事
に
し
た
い
」
と
い
う
著
者
の
信

念
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
読
者
は
そ
の

細
や
か
な
行
動
と
情
景
に
思
わ
ず
そ
の

場
に
直
面
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
錯
覚

に
陥
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
山
頂
に
至
る

過
程
と
雰
囲
気
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
。そ

こ
に
は
山
で
長
年
培
わ
れ
た
五

感
で
得
た
い
ろ
い
ろ
な
事
象
や
行
動
が

丹
念
に
記
述
さ
れ
、
脈
々
と
息
づ
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
山
の
研
究
と
論
考
に
は
、

さ
す
が
元
高
校
山
岳
部
顧
問
教
師
ら
し

い
諸
テ
ー
マ
が
並
ぶ
。
自
然
保
護
、
登

山
マ
ナ
ー
、
安
全
登
山
、
自
己
責
任
な

ど
な
ど
。
こ
れ
ら
は
登
山
の
原
点
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
触
れ
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
い
分
野
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
語
る
者
常
に
範
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な

い
」
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
、
著

者
は
長
年
の
体
験
か
ら
青
少
年
の
指
導

育
成
と
健
全
登
山
を
志
す
、
と
い
う
独

自
の
理
念
を
確
立
し
実
践
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
登
山
者
か
ら
評
価
を

受
け
、
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
的
確
な
る
指
摘
と
提
起
を
な
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。

本
書
は
、
筑
木
氏
が
山
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
集
大
成

に
値
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

や
や
も
す
る
と
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
が
ち

な
多
く
の
登
山
者
の
行
動
を
原
点
に
立

た
せ
て
く
れ
る
。
山
旅
紀
行
文
の
範
と

な
る
べ
き
こ
の
１
冊
の
一
読
を
ぜ
ひ
お

勧
め
し
た
い
。 
（
山
㟢
幸
和
）

日
本
山
岳
文
化
学
会
登
山
史
分
科
会
・
編

『
顕
彰
碑
に
み
る
人
物
登
山
史
』

本
書
は
、
史
実
が
時
系
列
に
述
べ
ら

れ
た
登
山
史
で
は
な
く
、
全
国
各
地
に

散
在
す
る「
顕
彰
碑
」に
刻
ま
れ
た
山
と

関
わ
る
人
物
を
軸
に
、
そ
の
事
績
を
後

世
に
継
ご
う
と
い
う
登
山
史
の
側
面
で

あ
る
。
登
場
す
る
人
物
は
、
著
名
な
登

山
者
の
ほ
か
山
に
ま
つ
わ
る
58
人
。　

古
く
は
８
世
紀
、
日
光
二
荒
山
（
男

体
山
）
を
開
山
し
た
勝
道
上
人
、
江
戸

末
期
に
槍
ヶ
岳
開
山
で
名
を
馳
せ
た
播

隆
上
人
、
そ
し
て
時
代
を
超
え
て
小
島

烏
水
、
河
口
慧
海
ら
、
近
年
で
は
ア
ル

プ
ス
北
壁
三
冠
王
と
い
わ
れ
た
長
谷
川

恒
男
や
８
０
０
０
㍍
を
駆
け
抜
け
た

男
・
山
田
昇
な
ど
の
登
山
家
。
い
っ
ぽ

う
新
道
開
拓
に
尽
力
し
た
谷
川
岳
の
高

波
吾
策
や
中
島
喜
代
志
。
ま
た
文
学
・

芸
術
面
で
啓
蒙
し
た
作
家
や
画
家
、
さ

ら
に
気
象
観
測
の
先
駆
者
や
植
物
学
者

ら
も
掲
載
、
こ
の
よ
う
な
各
分
野
の
人

た
ち
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

巻
末
に
は
顕
彰
碑
一
覧
表
。
１
８
５

カ
所
、
１
４
７
名
の
人
物
が
掲
載
さ
れ
、

２0１１年１0月
日本山岳文化学会刊
Ａ5判　２７8㌻
定価　２000円

２0１１年8月
ほおずき書籍刊
四六判　２７3㌻
定価　１5７5円
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貴
重
な
資
料
と
し
て
大
変
参
考
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
山
や
山
麓
な
ど
、
ま
た

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
レ
リ
ー
フ
や
像
、
ま

た
記
念
碑
に
出
合
っ
た
ら
、
確
か
め
る

気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
一
書
で
あ
る
。

編
集
人
を
代
表
し
て
西
本
武
志
さ

ん
は「
本
書
を
つ
う
じ
て
、登
山
史
へ
の

興
趣
を
高
め
て
く
だ
さ
る
登
山
愛
好
家

が
ふ
え
る
こ
と
を
念
じ
た
い
」
と
語
る
。

な
お
、
本
書
は
山
岳
文
化
叢
書
の
７

冊
目
。
ま
と
め
た
の
は
、
日
本
山
岳
文

化
学
会
（
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研

究
団
体
）
の
登
山
史
分
科
会
が
中
心
と

な
り
、
42
名
が
執
筆
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
同
学
会
は
今
年
創
立
10
周
年
を
迎

え
た
。
会
員
に
は
日
本
山
岳
会
会
員
も

少
な
く
な
く
、
本
書
の
執
筆
者
と
し
て

も
協
力
し
て
い
る
。 

（
羽
田
栄
治
）

R
ichard S

alisbury and 
Elizabeth H

aw
ley

・
著

『The Him
alaya by the Num

bers

︱
︱ A

 S
tatistical A

nalysis of 
M

ountaineering

　

in the N
epal 

H
im

alaya

』

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ホ
ー
リ
ー
氏
が
１
９

６
０
年
ネ
パ
ー
ル
に
着
任
以
来
収
集
し

た
登
山
情
報
を
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
が

『T
he H

im
alayan D

atabase

』
と
し

て
ま
と
め
、
２
０
０
５
年
に
発
行
し
た
。

そ
の
後
も
、
収
集
し
た
高
所
登
山
情
報

は
毎
年
更
新
さ
れ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
が
可
能
だ
。

こ
の
デ
ー
タ
に
も
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
ネ
パ
ー
ル
国
内
と
国
境
界
線
上
に

あ
る
高
峰
へ
出
向
い
た
７
０
０
０
隊
、

５
万
余
人
の
登
山
情
報
を
ベ
ー
ス
に
し
、

登
山
家
で
あ
り
統
計
の
専
門
家
で
も
あ

る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
リ
ス
ブ
ー
リ
ー

氏
が
分
析
を
試
み
た
の
が
本
書
だ
。
一

覧
表
と
棒
線
、
折
れ
線
、
分
布
曲
線
な

ど
を
使
っ
て
グ
ラ
フ
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
解
説
が
あ
る
。

本
書
は
４
章
と
附
表
か
ら
成
り
立

つ
。
ま
た
、
登
山
期
を
３
期
間
に
区
分

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
１
９
５
０
〜

69
年
を
遠
征
隊
の
時
代
と
し
、 

１
９
７

０
〜
89
年
を
過
渡
期
、
１
９
９
０
〜
２

０
０
９
年
を
商
業
登
山
の
時
代
と
し
た
。

１
章
に
は
登
山
活
動
に
つ
い
て
書

か
れ
て
い
る
。
１
９
５
０
年
か
ら
２
０

０
９
年
ま
で
の
各
年
の
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
全
域
で
の
登
山
活
動
が
網
羅
さ

れ
て
い
る
。
と
く
に
６
０
０
０
㍍
、
７

０
０
０
㍍
、
８
０
０
０
㍍
峰
、
ア
マ
・

ダ
ブ
ラ
ム
、
チ
ョ
・
オ
ユ
ー
、
エ
ベ
レ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
登
山
隊
や
登
山
者

数
を
グ
ラ
フ
化
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
は

地
域
、
季
節
、
年
齢
と
性
別
、
国
別
、
遠

征
結
果
、
個
人
記
録
な
ど
の
一
覧
表
と

グ
ラ
フ
が
続
く
。

２
章
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
る
。
６
０
０
０
㍍
以

上
の
高
峰
を
５
０
０
㍍
ご
と
に
区
切
っ

て
登
頂
と
登
頂
率
を
グ
ラ
フ
化
し
た
。

続
い
て
標
高
ご
と
の
ピ
ー
ク
の
登
頂
と

登
頂
率
、
登
山
季
節
、
年
月
日
、
登
頂

に
要
し
た
時
間
、
高
齢
者
、
性
別
、
国

別
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
登

頂
率
、
平
均
的
な
登
頂
隊
の
遠
征
期
間

な
ど
の
表
と
グ
ラ
フ
が
あ
る
。

３
章
は
登
山
中
の
死
亡
者
に
関
す

る
分
析
だ
。登
山
隊
員
と
現
地
の
人（
ス

タ
ッ
フ
や
ガ
イ
ド
、
シ
ェ
ル
パ
な
ど
）

に
つ
い
て
、
こ
の
60
年
間
に
起
き
た
死

亡
事
故
を
５
０
０
㍍
ご
と
に
分
類
し
、

山
の
実
態
、
現
地
の
人
の
死
亡
率
の
高

い
山
、
登
山
季
節
、
高
山
病
、
雪
崩
、
滑

落
。
体
調
不
良
な
ど
の
原
因
、
事
故
発

生
年
、
登
山
者
の
性
別
と
年
齢
、
国
籍

な
ど
や
、
大
き
な
遭
難
事
故
に
つ
い
て

表
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

４
章
は
８
０
０
０
㍍
峰
登
山
に
お

け
る
酸
素
ボ
ン
ベ
の
使
用
に
つ
い
て
だ
。

登
山
隊
員
と
現
地
の
人
の
酸
素
ボ
ン
ベ

使
用
の
比
較
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
使
用
し

な
か
っ
た
人
た
ち
の
死
亡
率
な
ど
を
グ

ラ
フ
化
。こ
れ
を
見
る
と
、
近
年
、
８
０

０
０
㍍
峰
で
も
登
山
隊
員
と
現
地
の
人

と
も
ど
も
、
無
酸
素
の
傾
向
が
明
白
だ
。

附
表
に
は
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
６
０

０
０
㍍
以
上
の
３
０
０
余
り
の
高
峰
に

つ
い
て
、
１
山
１
行
で
８
㌻
に
わ
た
る

膨
大
な
デ
ー
タ
が
あ
る
。

ま
た
、
21
箇
所
に
挿
入
さ
れ
た
ホ
ー

リ
ー
氏
の
記
事
が
目
を
引
く
。
日
本
山

岳
会
に
よ
る
日
中
ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好

登
山
の
紹
介
、
ヒ
ラ
リ
ー
卿
の
コ
メ
ン

ト
、
装
備
食
糧
を
自
分
で
担
ぎ
無
酸
素

で
他
人
の
助
け
を
一
切
借
り
ず
に
エ
ベ

レ
ス
ト
に
登
頂
し
た
英
人
女
性
、
エ
ベ

レ
ス
ト
で
他
人
の
テ
ン
ト
に
無
断
で
寝

泊
り
す
る
登
山
者
、
マ
ナ
ス
ル
で
雷
の

一
撃
に
倒
れ
た
仲
間
の
目
撃
談
、
ナ
ン

パ
・
ラ
で
の
銃
撃
な
ど
登
山
現
場
を
知

る
上
で
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
だ
。

統
計
表
な
ど
は
と
か
く
味
気
な
い

も
の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
眺
め
れ
ば

眺
め
る
ほ
ど
情
報
が
引
き
出
せ
興
味
は

尽
き
な
い
。

高
峰
登
山
を
計
画
す
る
に
あ
た
り
、

入
山
季
節
、
登
頂
工
作
期
間
、
登
頂
日

の
決
定
な
ど
を
示
唆
す
る
情
報
の
宝
庫

だ
。
ネ
パ
ー
ル
の
登
山
計
画
に
は
ぜ
ひ

活
か
し
て
ほ
し
い
。 

（
南
井
英
弘
）

２0１１年
Vajra　Publications刊
B5変型判　２２4㌻
3２.95＄
（ISBN:9７8-993７-50６-
６4-9）
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公
益
社
団
法
人
と
し
て
最
初
の
理

事
会
と
な
る
。
組
織
は
大
き
く
変
わ
ら

な
い
が
、
評
議
員
会
が
廃
止
さ
れ
る
な

ど
、
理
事
会
の
責
任
が
大
き
く
な
っ
た
。

ま
た
委
員
会
組
織
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
が
加
わ
っ
た
。
将
来
的
に
当
会

の
中
心
と
も
な
る
べ
き
部
署
だ
。
期
待

し
た
い
。
維
新
元
年
と
し
て
新
た
な
気

持
ち
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

【
審
議
事
項
】

１
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
運
営
に

つ
い
て（
森
）

担
当
理
事
は
、
森
、
野
沢
、
中
山
、
古

野
の
各
氏
と
し
、
委
員
長
は
野
沢
理
事

と
す
る
。
表
記
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大

文
字
で
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
と

す
る
。 

（
承
認
）

講
習
会
、
山
行
な
ど
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し

て
い
る
。
４
月
18
日（
水
）19
時
よ
り
発

足
会
を
予
定
し
て
い
る
。

２
・
山
岳
６
団
体
に
よ
る
環
境
大
臣
へ
の

尾
瀬
問
題
意
見
書
提
出
に
つ
い
て（
森
）

東
電
が
尾
瀬
を
売
却
す
る
際
に
は

国
有
化
を
要
望
す
る
も
の
。
提
出
す
る

旨
の
報
告
。 

（
承
認
）

３
・
日
中
韓
三
国
登
山（
於
中
国
武
漢
）

に
つ
い
て（
高
原
、
野
沢
）

今
年
の
当
番
国
の
中
国
か
ら
日
時

な
ど
の
通
知
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
学

生
部
指
導
委
員
会
に
代
わ
り
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

会

務

報

告

資
料
の
と
お
り
。

４
・
支
部
長
の
理
事
会
承
認
及
び
会
長

任
命
（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
、
支
部

に
関
す
る
規
程
第
９
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
る
）

資
料
の
と
お
り
。

５
・
評
議
員
の
会
長
推
薦
及
び
理
事
会

選
任
（
定
款
第
33
条
の
規
定
に
よ
る
）

平
成
23
年
度
末
に
お
け
る
評
議
員

と
同
じ
と
す
る
。
任
期
は
、
定
款
第
33

条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
25
年

度
通
常
総
会
の
時
ま
で
。

６
・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員
会

委
員
の
理
事
会
承
認
及
び
委
員
、
委
員

長
の
会
長
委
嘱
（
平
成
24
年
４
月
１
日

付
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
実
施
規
程
４
、

⑶
及
び
⑷
の
規
定
に
よ
る
）

平
成
23
年
度
末
に
お
け
る
委
員
及

び
委
員
長
と
同
じ
と
す
る
。任
期
は
、平

成
25
年
度
通
常
総
会
の
時
ま
で
。

７
・
海
外
登
山
助
成
金
審
査
委
員
会
委

員
の
理
事
会
承
認
及
び
会
長
委
嘱
（
平

成
24
年
４
月
１
日
付
、海
外
登
山
助
成
に

理
事
会
み
な
し
決
議
の
件（
平
成
24
年

4
月
1
日
）

平
成
24
年
４
月
１
日
、
理
事
会
み
な

し
決
議
議
案
（
左
記
に
よ
る
）
は
、理
事

及
び
監
事
全
員
の
同
意
が
あ
っ
た
の
で
、

理
事
会
の
決
議
と
み
な
さ
れ
る
。（
一
般

社
団
・
財
団
法
人
法
第
96
条
及
び
定
款

第
37
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
る
）

　
　

記

１
・
理
事
及
び
監
事
の
継
続
選
任
の
確

認
（
整
備
法
第
48
条
第
１
項
の
み
な
し

規
定
に
よ
る
）

平
成
23
年
度
末
の
理
事
及
び
監
事

と
す
る
。
任
期
は
、
定
款
第
30
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
通
常

総
会
の
時
ま
で
。

２
・
規
程
類
の
制
定

資
料
の
と
お
り
。
規
程
類
は
、
一
部

を
除
き
、
別
添
、
規
程
類
管
理
規
程
別

表
の
と
お
り
。

３
・
支
部
規
約
の
承
認
、（
平
成
24
年
４

月
１
日
付
、
支
部
に
関
す
る
規
程
第
６

条
の
規
定
に
よ
る
）

関
す
る
規
程
第
3
条
の
規
定
に
よ
る
）

平
成
23
年
度
末
に
お
け
る
委
員
及

び
委
員
長
と
同
じ
と
す
る
。任
期
は
、平

成
25
年
度
通
常
総
会
の
時
ま
で
。

８
・
委
員
会
委
員
長
の
確
認
及
び
会
長

委
嘱（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
、委
員
会

規
程
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
）

平
成
23
年
度
末
に
お
け
る
委
員
及

び
委
員
長
と
同
じ
と
す
る
。任
期
は
、平

成
25
年
度
通
常
総
会
の
時
ま
で
。

９
・
事
務
局
職
員
及
び
山
研
管
理
人
の

雇
用
継
続
の
確
認
（
職
員
就
業
規
程
第

６
条
第
１
項
、
日
本
山
岳
会
上
高
地
山

岳
研
究
所
管
理
規
程
第
２
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
る
）

平
成
24
年
度
第
１
回（
４
月
度
）
理
事

会
議
事
録

日
時　

 

平
成
24
年
４
月
11
日
19
時
よ
り

21
時
ま
で

場
所　

日
本
山
岳
会　

集
会
室

【
出
席
者
】 

尾
上
会
長
、
吉
永
・
西
村
各

副
会
長
、
高
原
・
森
・
小
林

各
常
務
理
事
、
野
澤
・
中

山
・
永
田
・
萩
原
・
節
田
・

古
野
・
川
瀬
各
理
事
、
平

井
・
浜
崎
各
監
事

審
議
に
先
立
ち
尾
上
会
長
か
ら
以

下
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
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Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
対
応
す
る
。
た
だ
し
、

今
後
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
自

主
性
に
委
ね
る
。
ま
た
こ
の
企
画
の
必

要
性
も
改
め
て
考
え
る
。
２
年
に
１
回

開
催
な
ど
も
視
野
に
お
く
。 

（
承
認
）

４
・
国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
10
に
つ
い
て

（
高
原
）

拠
出
金
は
、
他
の
山
岳
団
体
と
歩
調

を
あ
わ
せ
10
万
円
と
す
る
。 
（
承
認
）

５
・
出
版
編
集
に
係
る
業
務
委
嘱
に
つ

い
て（
高
原
）

別
添
に
示
す
と
お
り
業
務
委
嘱
を

行
な
う
。 

（
承
認
）

６
・
山
研
管
理
人
雇
用
通
知
書
に
つ
い

て（
高
原
）

別
添
に
示
す
と
お
り
で
雇
用
す
る
。

 

（
承
認
）

７
・「
山
の
日
」制
定
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の

交
代
・
委
嘱
に
つ
い
て（
西
村
）

５
月
９
日
よ
り
成
川
隆
顕
会
員
か

ら
萩
原
浩
司
理
事
に
交
代
・
委
嘱
す
る
。

 

（
承
認
）

８
・
埼
玉
支
部
の
支
部
長
交
代（
高
原
）

石
橋
正
美
会
員
か
ら
大
久
保
春
美

会
員
に
交
代
す
る
。 

（
承
認
）

９
・
入
会
の
申
し
込
み（
高
原
）

75
名
の
入
会
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

 

（
承
認
）

10
・
国
土
地
理
院
か
ら「
電
子
国
土
賞
」

の
推
薦
団
体
依
頼
に
つ
い
て（
高
原
）

優
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
利
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
に
賞
を
与
え
る
も
の
。 

（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
各
Ｐ
Ｔ
報
告

1
法
人
運
営
適
正
化
Ｐ
Ｔ（
吉
永
）

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
徹
底
の
た
め
に
活
動
す
る
。

「
平
成
24
年
４
月
１
日
、
理
事
会
み
な

し
決
議
案
」
は
、
理
事
及
び
監
事
全
員

の
同
意
が
あ
っ
た
の
で
、
理
事
会
の
決

議
と
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
（
会
報

５
月
号
に
掲
載
予
定
）。

2
山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ（
西
村
）

「
動
物
編
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成
。
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

10
月
、
山
岳
５
団
体
で
、「
山
の
日
」

関
連
団
体
を
集
め
た
会
議
を
開
催
す
る
。

3
ル
ー
ム
検
討
Ｐ
Ｔ（
森
）

若
者
が
集
ま
れ
る
場
所
や
資
料
・
図

書
の
保
管
な
ど
の
た
め
に
物
件
を
探
す

4
収
益
事
業
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
検

討
Ｐ
Ｔ（
節
田
）

出
版
事
業
、
ツ
ア
ー
事
業
、
登
山
教

室
、
保
険
事
業
、
グ
ッ
ズ
の
新
商
品
開

発
、
山
小
屋
と
の
連
携
な
ど
を
考
え
て

い
る
。
次
回
、
メ
ン
バ
ー
や
事
業
を
発

表
す
る
。

5
支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ（
高
原
）

当
会
支
部
主
催
で
、
会
員
外
の
参
加

に
対
す
る
傷
害
保
険
の
検
討
。
そ
の
他
、

首
都
圏
支
部
と
し
て
神
奈
川
支
部
の
可

能
性
の
検
討
を
し
て
い
る
。

２
・
平
成
23
年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て

（
小
林
）

資
料
に
よ
る
説
明
が
あ
っ
た
。
収
支

は
昨
年
度
と
比
べ
改
善
し
て
き
た
。

３
・
臨
時
・
拡
大
常
務
理
事
会
開
催

（
３
月
29
日
）
に
つ
い
て（
西
村
）

出
版
関
連
３
委
員
会
、
図
書
関
連
委

員
会
の
担
当
理
事
を
交
え
て
話
し
合
う
。

改
善
策
を
探
っ
て
い
る
。

４
・
福
島
支
部
創
立
65
周
年
記
念
日

本
・
パ
キ
ス
タ
ン
合
同
カ
ラ
コ
ル
ム
登

山
計
画
に
つ
い
て（
高
原
）

７
月
９
日
〜
８
月
３
日
。
シ
ム
シ
ャ

ー
ル
地
方
の
未
踏
峰（
６
０
０
０
㍍
級
）

が
目
標
。

５
・
学
生
部
の
イ
ン
ド
・
ザ
ン
ス
カ
ー

ル
未
踏
峰
Ｐ
Ｔ
６
１
６
５
㍍
遠
征
計
画

に
つ
い
て（
古
野
）

８
月
15
日
〜
９
月
28
日
、
学
生
５
名

に
よ
る
登
山
の
実
施
。

６
・
入
会
申
込
書
に
つ
い
て（
永
田
）

Ａ
４
サ
イ
ズ
に
し
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

出
力
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

７
・
支
部
所
属
届
、
所
属
支
部
変
更
届

に
つ
い
て（
高
原
）

届
出
書
の
周
知
が
あ
っ
た
。

８
・
Ｊ
Ａ
Ｎ（
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ア
ル
パ

イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
）
13
号
発
行（
節
田
）

４
月
上
旬
発
行
。
東
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
世

界
最
高
の
未
踏
峰
に
つ
い
て
の
情
報
等
。

９
・
大
町
山
岳
博
物
館
友
の
会
よ
り
、

「
山
岳
」
記
事
転
載
許
可（
高
原
）

10
・
松
本
市
波
田
郵
便
局
か
ら
の
切
手

使
用
ウ
エ
ス
ト
ン
レ
リ
ー
フ
写
真
利
用

許
可（
高
原
）

11
・
谷
川
岳
危
険
地
区
の
登
山
禁
止
に

つ
い
て（
群
馬
県
知
事
）（
高
原
）

12
・
会
報
編
集
の
報
告（
神
長
、
柏
）

4
月
号
は
総
会
の
議
案
中
心
。
会
報

「
目
録
」
を
4
月
号
に
同
梱
。

13
・
国
立
登
山
研
修
所
の
研
修
計
画
を

紹
介（
高
原
）
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14
・
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会「
安
全
の
た

め
の
知
識
と
技
術
」講
演
会
案
内（
高
原
）

15
・
信
州
大
学
学
士
山
岳
会
オ
ー
ガ
登

山
隊
の
登
山
中
止（
萩
原
）

海
外
登
山
助
成
金
の
対
象
で
あ
っ

た
同
隊
が
登
山
中
止
に
な
り
助
成
を
辞

退
し
て
き
た
。（
前
期
の
対
象
グ
ル
ー
プ

は
な
し
）。

16
・
会
報「
山
」の
新
編
集
長
の
柏
澄
子

会
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

17
・
臨
時
職
員
の
藤
川
志
津
子
さ
ん

（
６
月
1
日
採
用
予
定
）の
紹
介
が
あ
っ

た
。（
高
原
）

【
今
後
の
予
定
】

１
・
文
科
省
へ
平
成
24
年
度
事
業
計
画

予
算
及
び
移
行
登
記
完
了
届
出
書
提
出

（
４
月
17
日
）

２
・
内
閣
府
へ
移
行
登
記
完
了
届
出
書

提
出
（
４
月
17
日
）

３
・
常
務
理
事
会
（
４
月
26
日
）、
理
事

会
（
５
月
９
日
）、
監
事
監
査
（
５
月
７

日
）、
総
会
・
支
部
長
会
議
（
６
月
16
日
）

４
・
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
（
７
月

28
日
㈯
11
時
〜
16
時
）

５
・
第
１
回
四
国
支
部
総
会
（
４
月
29

日
）
会
長
出
席
予
定



山　804−２0１２・5・２0（第三種郵便物認可）

■17



山　804−２0１２・5・２0（第三種郵便物認可）

■18

4月4月

2
日　

総
務
委
員
会　

3
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

4
日　

自
然
保
護
委
員
会　

集
会
委
員

会

5
日　

常
務
理
事
会　

学
生
部

9
日　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会　

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

10
日　

山
研
運
営
委
員
会　

九
五
会

11
日　

理
事
会　

山
想
倶
楽
部

12
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳

地
理
ク
ラ
ブ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

13
日　

休
山
会　

新
法
人
移
行
Ｐ
Ｔ

16
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

17
日　

図
書
管
理
委
員
会　

00
会　

ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

18
日　

つ
く
も
会　

三
水
会

19
日　

科
学
委
員
会　

学
生
部　

支
部

活
性
化
Ｐ
Ｔ

21
日　

01
会　

山
の
自
然
学
研
究
会

23
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

高
尾
の

森
づ
く
り
の
会

24
日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

海
外
委
員
会

25
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

み
ち
の
り
山
の
会

26
日　

会
報
委
員
会　

常
務
理
事
会　

山
遊
会　

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ

27
日　

自
然
保
護
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ４

月
来
室
者
454
名

会
員
異
動（
４
月
）

物
故

小
峰
顕
一
（
４
６
４
９
）
12
・
3
・
20

二
塚
謙
三
（
５
６
６
１
）
12
・
4
・
20

五
島
保
夫
（
１
２
７
７
７
）
12
・
4
・
22

退
会

中
谷
寶
悦
郎
（
１
０
０
４
０
）　

宮
城

中
嶋
英
彦
（
１
０
２
８
０
）　

北
海
道

吉
田
一
三
（
１
０
４
５
１
）
北
九
州

佐
藤
妙
子
（
１
２
７
０
８
）

橋
口
節
子
（
１
３
８
２
１
）
宮
崎

鈴
木
泰
宏
（
１
４
２
２
４
）

平
松　

携
（
１
４
２
３
３
）　

広
島

矢
野　

均
（
１
４
２
７
８
）　

宮
崎

図書受入報告（2012年3月～4月）
著　者 書　　名 ページ / サイズ 発行元 刊行年 寄贈/購入別
澤田眞（編） 「アルプ」執筆者名索引 79p/26cm 澤田眞（私家版） 2012 編者寄贈
澤田眞（編） 「アルプ」執筆者名索引 79p/26cm 澤田眞（私家版） 2012 大谷一良氏寄贈
木崎甲子郎 辺境の風景――木崎甲子郎画集 74p/22cm 出版舎Mugen 2011 著者寄贈
伴明・山田裕敏（編） 雪線――大阪市立大学山岳会創立90年抄史 423p/26cm 大阪市立大学山岳会 2012 発行者寄贈
高澤光雄 愉しき山旅 206p/20cm 北海道出版企画センター 2012 著者寄贈
手塚宗求 諸国名峰恋慕――39座の愛しき山々 248p/18cm 山と溪谷社 2012 出版社寄贈
小泉弘 装丁山昧 154p/21cm 山と溪谷社 2012 出版社寄贈
S.ハウス（著）　海津正彦（訳）垂壁のかなたへ 390p/19cm 白水社 2012 出版社寄贈
真栄隆昭 深田久弥　その人と足跡 78p/21cm 真栄隆昭（私家版） 2012 著者寄贈
真栄隆昭 深田久弥のふるさと　江沼の山々 58p/29cm 真栄隆昭（私家版） 2011 著者寄贈
坂本勇　他 関東周辺　やまなみ歩き 348p/21cm 新ハイキング社 2012 出版社寄贈

24
年
度
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ

６
月
16
日
（
土
）
14
時
開
催
。

出
欠
席
ハ
ガ
キ
に
出
欠
席
・
委
任

を
お
書
き
の
上
、

必
ず
返
信
く
だ

さ
い
。

新
定
款
に
よ

り
、
総
会
成
立
に
は
、
２
分
の
１
以

上
の
出
席
者
数
が
必
要
で
す
（
旧
定

款
で
は
3
分
の
１
以
上
で
し
た
）。前

回
の
23
年
度
第
2
回
通
常
総
会
の

出
席
者
数
は
、
54
・
3
㌫
で
、
か
ろ
う

じ
て
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

5
月
下
旬
に
案
内
状
等
を
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
、「
要
返
信
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
通
常
総
会

は
年
１
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

（
総
務
委
員
会
）

◆
国
際
山
岳
年
＋
10
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

６
月
23
、
24
日
参
加
の
ご
案
内

日
大
文
理
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東

京
・
世
田
谷
区
桜
上
水
）
で
の
開
催

で
す（
会
報
４
月
号
既
報
）。
入
場
無

料
。
予
約
申
込
み
不
要
。
事
前
に
席

の
確
保
を
希
望
の
方
は
成
川
ま
で
。

（

０
３-

３
４
８
８-

１
５
８
０

yam
anohi-info@

jac.or.jp

）

支
部
へ
の
所
属
及
び
移
動
の
手
続
き

会
員
が
支
部
に
所
属
す
る
時（
入

会
時
、支
部
に
所
属
し
た
人
は
除
く
）

及
び
所
属
支
部
を
変
更
す
る
時
は
、

所
定
の
書
式
に
よ
り
届
け
出
て
下

さ
い
。

（
会
報『
山
』８
０
３（
４
月
）号
11
㌻

の
様
式
１
、
２
を
参
照
く
だ
さ
い
）
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■19

親
会
・
ハ
イ
キ
ン
グ
）

定
員　

３
０
０
名
（
先
着
順
）

締
切　

７
月
31
日
厳
守

申
込　
・
支
部
一
括
の
場
合
は
、各
支
部

担
当
者
に
連
絡
し
申
し
込
む
。

・
個
人
の
場
合
は
、ハ
ガ
キ
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

※
申
し
込
み
に
は
、
支
部
名
、
参
加
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
交
通
手
段

（
バ
ス
、
車
）
も
明
示
の
こ
と
。

※
東
京
駅
か
ら
直
通
バ
ス
を
利
用
さ
れ

る
場
合
バ
ス
の
座
席
数
も
あ
り
増
便

し
ま
す
の
で
、
必
ず
往
復
、
片
道（
行

き
、
帰
り
の
み
）
と
記
載
す
る
。

申
込
・
問
合　

千
葉
支
部
全
国
支
部
懇

談
会
事
務
局　

豊
倉
さ
と
子　

（
〒
278-

0031
野
田
市
中
29　

＆

０
４
７-

１
２
２-

９
０
４
１

jg210121-2712@
tbp.t-com

.ne.jp

）

◆
探
索
山
行
の
ご
案
内

科
学
委
員
会

今
年
は
、
昨
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
さ
れ
た
磐
梯
山
を
訪
ね
ま
す
。
解

説
は
佐
藤
公
氏
（
磐
梯
山
噴
火
記
念
館

副
館
長
）、
講
師
は
江
花
俊
和
会
員（
福

島
支
部
）
で
す
。

23
日
昼
食
は
各
自
持
参
の
こ
と
、
24

日
の
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

日
時　

６
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰

日
程　

・
23
日
７
時
池
袋
駅
西
口
芸
術

広
場
集
合

チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
乗
車
〜
磐
梯
山
噴
火
記
念

館
〜
銅
沼
〜
国
民
休
暇
村
裏

磐
梯
着

・
24
日
７
時
45
分
宿
出
発
〜
猫

魔
八
方
台
登
山
口
〜
磐
梯
山

山
頂
〜
15
時
翁
島
登
山
口
よ

り
バ
ス
で
帰
京

費
用　

約
２
万
円
（
往
復
交
通
費
、
宿

泊
、
弁
当
代
、
講
師
謝
礼
等
）

申
込　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

山
田
誠
（
〒
152-

0023　

目
黒
区

八
雲
２-

２
５-

１
７　

０
３-

３
７
２
３-

２
１
７
１

yakum
oyam

ada@
t00.itscom

.net

）

■
訂
正
と
お
詫
び

目
録（
自
７
５
１
号
〜
至
８
０
０
号
）、

20
㌻
、
短
歌
・
俳
句
の
２
行
目
「
広
瀬

敬
雄
」は「
広
渡
敬
雄
」の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
し
ま
す
。

◆
第
28
回
全
国
支
部
懇
談
会
の
お
知
ら

せ

千
葉
支
部

全
国
支
部
懇
談
会
が
千
葉
の
九
十

九
里
で
開
か
れ
ま
す
。
公
益
社
団
法
人

に
移
行
し
て
初
め
て
の
全
国
支
部
懇
談

会
で
す
。
山
の
な
い
千
葉
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
も
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
千
葉
は
東
京
に
隣
接
し
て

交
通
の
便
も
よ
く
、
の
ど
か
な
自
然
も

沢
山
残
さ
れ
て
お
り
、
海
の
魚
・
山
の

幸
な
ど
美
味
し
い
食
べ
物
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
千
葉
の
里
山
、
里
海
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

10
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

会
場　

国
民
宿
舎
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

日
程　

・
20
日　

受
付
＝
12
時
か
ら
、

14
時
半
か
ら
講
演
会
、
郷
土
芸

能
、
18
時
か
ら
懇
親
会

・
21
日
ハ
イ
キ
ン
グ
①
九
十

九
里
浜
散
策
（
10
㌔
）
コ
ー
ス

②
笠
森
観
音
ハ
イ
キ
ン
グ
（
５

㌔
）
コ
ー
ス

費
用　

１
万
７
０
０
０
円
（
宿
泊
・
懇

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション
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❖
編
集
後
記
❖

◦
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
発
足
式
で
、

大
学
生
た
ち
に
よ
る
未
踏
峰
遠
征
チ
ー

ム
に
会
い
ま
し
た
。
未
知
の
も
の
へ
真

っ
直
ぐ
と
向
か
っ
て
い
く
眼
差
し
か
ら
、

清
々
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

◦
貴
重
な
会
報
の
２
ペ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
、
新
旧
編
集
長
の
挨
拶
を
掲
載
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
改
め
て
責
任
の
重

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
稿
（
支
部
、
委
員
会
の
活

動
、そ
の
ほ
か
す
べ
て
）
に
つ
い
て
、７

㌻
に
お
願
い
を
掲
載
し
ま
し
た
。
多
く

の
原
稿
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◦
Ｇ
Ｗ
は
こ
の
時
期
特
有
の
判
断
が
難

し
い
天
候
で
あ
り
、
各
地
で
遭
難
事
故

も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
季
節
の
移
り

目
が
続
ま
す
が
、好
天
を
つ
か
ん
で
、安

全
で
実
り
あ
る
登
山
を
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
柏
澄
子
）




